■東京大学の調達基準について

　　　　東京大学の調達方法は案件毎の予定価格により、次の方法で調達を行います。
        （アンダーラインのある項目はリンク設定してあります。）

　　ａ　　政府調達

	 
	(適用)
	予定価格が1,500万円(10万SDR)以上の調達で、「政府調達に関する協定」 に該当するもの

	 
	(実施部署)
	東京大学本部契約課

	 
	(契約方法)
	原則として一般競争入札による

	 
	(案件一覧)
	文部科学省ホームページ「政府調達情報検索」において公告しています。

	 
	(その他）
	政府調達に関する疑義等は外務省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「政府調達契約Q&A」を参照してください。


  

　　ｂ　　一般競争契約

	 
	(適用)
	予定価格が1,000万円以上の調達で、政府調達に該当しないもの

	 
	(実施部署)
	東京大学各部局調達担当部署

	 
	(契約方法)
	原則として一般競争入札による

	 
	(案件一覧)
	文部科学省ホームページ「一般競争入札情報検索」において公告しています。


 

　　ｃ　　公開見積り合わせ

	 
	(適用)
	予定価格が500万円以上1,000万円未満の調達

	 
	(実施部署)
	東京大学各部局調達担当部署

	 
	(契約方法)
	見積り合わせを行い、最低価格を提示した者を第一交渉権者として交渉を行う。

	 
	(案件一覧)
	東京大学ホームページ公開見積り合わせ情報において公告しています。


 

　　ｄ　　見積り合わせ

	 
	(適用)
	予定価格が100万円以上500万円未満の調達

	 
	(実施部署)
	東京大学各部局調達担当部署

	 
	(契約方法)
	見積り合わせを行い、最低価格を提示した者を第一交渉権者として交渉を行う。


	 
	(案件一覧)
	公告はしていません。(各部局調達担当部署より任意の者に対し見積り依頼を行います。)


　

　　ｅ　公募（企画競争公募・随意契約前確認公募）

	 
	(適用)
	企画競争公募　：　必ずしも金額によらず、提案内容等の審査により取引の相手方を決定する調達を行うための公募
随意契約前確認公募　：　本学が競争性がないものと判断してある調達案件について、それを確認するため他に業務を実施できる者の有無を問うための公募。提案者が複数あった場合には一般競争等の競争又は企画競争公募を行う。

	 
	(実施部署)
	東京大学各部局調達担当部署

	 
	(契約方法)
	提案書の審査（プレゼンテーションを行う場合もあります。）により、最も優れた提案を行った者を第一交渉権者として契約交渉を行う。

	 
	(案件一覧)
	平成２２年４月現在の公募案件（現在は公募案件はありません。）


 

　　ｆ　　リバースオークション（試行運用）
　※　リバースオークションは、本学が指定する調達案件を公開して広く参加者を募り、本学が定める参加要件を満たされて　　いる取引先様がインターネット上で価格競争（競り下げ）を行う調達方式です。
　 　　上をクリックすると、詳細説明ページへジャンプします。

